















































Broadcasting Service Co中oration（以下BBS）と民間の FM放送局であるクズ・ラジオ放送についての
調査を行った。まず， 9月21日（月）午前9時から 1時にティンプー市内のホテル（HotelGakyl) 
でツァンモその他の番組担当をしているダワ・ツェリンDawaTshering （男性）にインタビューを行っ
た。ダワ氏は， 2012年から BBSの正社員として勤務している。 BBSにはプロデューサ一部門とプ
レゼンタ一部門があり，プレゼンタ一部門はシフト制の勤務となる。 1990年生まれ25歳，ロクジ村
Rukubji出身，バジョ高校BajothangHigher Secondary Schoolを経て，シムトカ Semtokhaにあったブー



























ブータンでは， 1973年NYAB(National Youth Association of Bhutan）によってラジオ放送が開始され，
1986年に国営ラジオ放送局がサービスを開始， 1998年から FM放送も始まった。 1999年からは，首
都ティンプーで 1日1時間スタジオ放送のみながら，テレビ番組も開始される。それと同時に，民間
のCATVが解禁， 2006年には衛星を利用した BBSの全国放送が開始， 2006年には民間の新FM局で
あるクズ放送局も開局された（プータンメディアファンデーションBhutanMedia Foundation 2013）。









とし 24時開放送， No.1（第 l放送）をゾンカ語（国語）以外の言語である英語，シャチョップカ
Shachopkha，ネパーリ Nepaliによる放送とした。チャンネルが一つの時代にもツァンモは短時間なが
ら放送されていたが，二つのチャンネルにわかれてからは，ツァンモはNo.2のみで放送されており，
番組名は「ツァンモ・テンミ tsangmothenmie （ツァンモ・シンギング）」である。水曜日の 9:30・10:30
































































































































5 《ひらいたひらいた》 －教材曲を覚える ・《ひらいたひらいた》
月 をうたって楽しむ －掛け歌の形でうたう の歌詞をノートに正
（音楽 1h) しく書く
7 《ひらいたひらいた》 ・「00の花がひらい －教科書を使って，お －花の名前を正しく
月 の花の部分のみを変え た」の部分に知って 花調べをする ノートに書く
て，歌合戦を楽しむ いる花の名前を入れ （グループで、協力して
（生活 1h) てうたう 一枚の大きな紙に，調
（国語lh) －お花替え歌競争をす べた花の名前をたくさ
（音楽 1h) る ん書く）
9 《ひらいたひらいた》 －先生を紹介するうた －先生にインタビ、ュー －先生を紹介するうた
月 の旋律をつかって，先 を表現する。 をして（好きな食べ の歌詞を作ってカー
生を紹介するうたをつ 全員00先生の好きな 物，好きな勉強，趣 ドに書く（歌調のパ
くる 食べ物なんだ 味，宝物）紹介ポス ターンに言葉を当て
（生活4h 7月） A ムムって言ってた ターを作って掲示す はめ，続きの文を考
（国言吾 1h 9月） よ る える）
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五 七 七 七 五 七 七 七 玉 七 七 七 玉 七 七 七 五 七 七 七
（ ぼ 水 サ ノミ た ノf ぼ ピ カ ど ノt し、 あ 玉 手ム だ でヨr 絵 お
名 く 偲、 ツ フ く ス く ツ キ 真 ツ ~ ね 人 7ト け イ 画 し
目lj σ3 と カ ノミ さ ／レ σ〉 チ ン ん タ も と lJ> ぞ ど ./'-0 、 と や
） 名 く フ ん カミ 部 ヤ と 中 す け ぞ く し、 く ＂、、
円lj し、 大 す fこ 屋 フ 。〉 （ る ん く l土 し、 ス し、 り
l土 だ 女子 な ぎ く フ イコ fこ 名 iJ> で ん だ よ 大



























































































Reconsideration of the Leaming Process in Singing (2): 
Development of Lessons Referring to Singing Dialogues in Bhutan 
Abstract: 
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To establish a foundation for people to remain involved in musical culture throughout their lives, we sought 
to find new directions for music lessons at school, referring to the results of a field survey of the Bhutanese 
tsangmo singing dialogue. In this study, we focused on the present state of tsangmo in radio broadcasting and 
school events. After referring to Bhutanese singing culture, we applied its dialogue style in music lessons for the 
lower grades in primary schools. By sharing the meaning and using familiar forms of the song text and melody, 
children were able to communicate with each other and showed the capacity to develop new learning processes 
in the playful singing dialogues. This approach may offer us a key to reconsidering the free expression of one’s 
feelings through singing. 
Key words: Bhutan, tsangmo, singing dialogue, music learning 
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